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草取・草刈
20件

その他
10件

大型ごみ運搬
6件

日よけすだれ取付け
2件

庭木の伐採
・整枝
15件

室内
（電球交換・
タンス移動など）
15件

ボランティアバンク「とも」
5年間の作業内訳（計68件）

愛
称
「
み
ら
い
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
福
祉
の
伴
を
先
導
し
て
ね

近
隣
の
顔
が
見
え
る

　
　
　
　
も
や
い
結
び
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〜
み
ん
な
の
善
意
銀
行
　
さ
あ
!
出
発
で
す
〜

伴晴英会長から感謝状を贈られた松田心彩さん
（右から２人目＝12月 22日･沼田老人いこいの家） 草取りの訪問作業に参加した会員

（昨年 10月 10日）

やさしい伴づくり  私たちも参加します

　

伴
学
区
社
協
「
み
ん
な
の
善
意
銀
行
」

の
ウ
サ
ギ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
愛
称
が
「
み
ら
い
ち
ゃ
ん
」
に
決
ま
り

ま
し
た
。

　

作
者
は
伴
小
二
年
松
田
心
彩
さ
ん
。
百

七
十
人
の
応
募
作
か
ら
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
の
カ
メ
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ゆ
っ
く
り
ん
」
と
手
を
携
え
、

福
祉
の
ま
ち
伴
の
未
来
づ
く
り
へ
私
た
ち

の
優
し
い
道
標
に
な
り
ま
す
。

「
と
も
」の
地
域
支
援　
５
年

　

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
支
援
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ン
ク
「
と
も
」（
会
員
約
百
人
）

は
、
発
足
か
ら
五
年
た
ち
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
は
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
世
帯
の
お
年
寄
り
に
十
五
件
の

訪
問
作
業
を
し
ま
し
た
。

（
上
野
昭
司
事
務
局
長
）

　

昨
年
秋
、
独
居
高
齢
者
宅
に
八

人
が
集
合
。
一
人
な
ら
一
日
が
か

り
の
草
取
り
を
一
時
間
で
終
了
。

近
隣
の
絆
も
確
か
め
た
共
同
作
業

で
し
た
。

　

依
頼
さ
れ
た
作
業
は
ト
イ
レ
の

電
球
交
換
や
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
の

組
み
立
て
な
ど
も
。
一
人
暮
ら
し

世
帯
は
九
件
、
九
十
歳
以
上
は
五
件
。

五
年
間
計
六
十
八
件
の
作
業
内
訳

は
円
グ
ラ
フ
の
通
り
で
す
。

　

伴
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
の
登
録
者

を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当

者
が
個
別
訪
問
の
際
、
お
年
寄
り

の
困
り
ご
と
を
聞
き
取
り
、
バ
ン

ク
に
伝
え
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
に
寄
り
添
う
地
道
な
活

動
、
関
係
団
体
と
の
連
携
が
増
々

必
要
で
す
。

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
作
業
の

お
手
伝
い
に
遠
慮
な
く
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
☎
八
四
八-
三
二
七
七

沼
田
老
人
い
こ
い
の
家　
　
　

▼
香
典
返
し
に
か
え
て

（
令
和
元
年
九
月
〜
令
和
二
年
二
月
）

　

町
内
会　
　
　
　

寄
付
者
御
芳
名 　
　
　

 　

死
没
者
名

伴
中
央　

山　

崎　
　
　

勇　
　

ア
ヤ
子

三
城
田　

上　

野　

信　

明　
　

晴　

康

　
　
　
　

山　

本　

瑞　

恵　
　

征　

純

細　

坂　

朝　

本　
　
　

昇　
　

二
美
枝

広　

陵　

原　
　
　

信　

子　
　

正　

晴

　
　
　
　

折　

出　

正　

信　
　

信　

子

▼
一
般
寄
付
者

上　

伴　

岡　

本　

忠　

明

三
城
田　

川　

本　

日
和
子

★
賛
助
会
員

　
登
録
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
次
の
通

り
で
す
。
匿
名
希
望
の
方
が
他
に
二

十
九
人
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
個
人
】

山
田
初
則
、
大
迫
良
久
（
奥
畑
）
西
正

義
、
庄
原
和
志
、
山
口
猛
、
西
本
春
之
、

木
村
恵
子
、
大
上
正
男
（
以
上
上
伴
）
井

山
美
隆
、
森
川
信
枝
、
西
田
雅
行
（
以
上

伴
中
央
）
新
見
健
、
榎
敬
公
、
伊
藤
仁
、

伊
藤
理
恵
子
、
川
原
幹
生
、
井
上
秀
之
、

堀
川
知
津
子
、
川
本
一
之
、
川
本
悦
子
、

川
本
睦
子
、
杉
原
悦
子
、
程
兼
実
、
田
所

和
子
、
稲
葉
憲
治
、
藤
井
一
志
、
大
迫
隆

司
、
山
田
道
信
、
元
木
仁
志
、
横
田
奈
緒

美
、
長
岡
克
己
、
新
見
ヨ
シ
コ
（
以
上
三

城
田
）
若
林
彰
、
森
本
弘
、
森
本
貞
江
、

有
馬
義
徳
、
有
馬
美
枝
子
（
以
上
大
原
）

池
田
美
代
子
、
塚
本
一
、
池
田
一
清
、
三

谷
章
蔵
、
藤
岡
泰
夫
、
和
田
埼
睦
子
（
以

上
Ｇ
大
原
）
札
場
静
行
、
今
井
誠
次
、
川

瀬
英
治
（
以
上
雲
願
寺
）
原
田
悦
至
、
原

田
佳
代
子
、
原
田
照
美
（
以
上
細
坂
）
山

口
哲
夫
、
河
原
田
孝
之
、
横
更
十
三
枝
、

円
山
文
雄
、
横
更
博
文
、
高
樋
克
之
、
高

樋
早
苗
、
橋
本
賢
三
、
伴
晴
英
、
伴
栄

子
、
土
井
弘
行
、
段
原
秀
彦
、
山
本
英
明

（
以
上
広
陵
）
東
藤
一
基
、
東
藤
晴
美

み
ん
な
の
善
意
銀
行

（
敬
称
略
）

　

昨
年
十
月
か
ら
募
集
を
始
め
た
「
み
ん

な
の
善
意
銀
行
」
の
賛
助
会
員
は
二
月
末

現
在
、
個
人
（
一
口
千
円
）
が
百
五
人
。

企
業
・
団
体
（
同
一
万
円
）
も
二
十
六
団

体
が
登
録
し
ま
し
た
。

　

金
額
は
個
人
二
十
二
万
三
千
円
、
企

業
・
団
体
四
十
四
万
円
の
計
六
十
六
万
三

千
円
。
香
典
返
し
・
一
般
寄
付
（
計
二
十

七
万
五
千
六
百
七
十
六
円
）
を
合
わ
せ
た

基
金
総
額
は
九
十
三
万
八
千
六
百
七
十
六

円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

伴
晴
英
会
長
は
「
長
年
の
活
動
が
み
な

さ
ん
に
理
解
。
社
協
へ
の
期
待
は
大
き

い
」
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

賛
助
会
員
の
お
名
前
は
四
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

（
以
上
寿
団
地
）
田
中
孝
典
、
石
富
三
弘

（
以
上
若
葉
台
）

　

学
区
外
に
お
住
い
の
み
な
さ
ん
＝
内
田

健
二
、
伊
藤
努
、
橋
本
実
、
田
中
純
、
石

田
浩
己
、
西
谷
崇
、
竹
原
哲
、
小
田
尚
、

田
中
素
子
、
北
川
ヨ
シ
ヱ

【
企
業
・
団
体
】

社
会
福
法
人
和
楽
会
▽
伊
藤
内
科
医
院
▽

社
会
福
祉
法
人
三
矢
会
太
田
川
学
園
▽
中

国
ト
ク
デ
ン
㈱
▽
宮
本
プ
ロ
パ
ン
▽
学
校

法
人
広
陵
学
園
▽
日
比
野
病
院
▽
㈲
ア

イ
・
エ
ン
ジ
▽
安
藤
合
同
事
務
所
▽
専
念

寺
▽
㈲
松
浦
住
宅
▽
㈱
サ
ン
テ
ッ
ク
▽
広

島
舗
材
株
式
会
社
▽
岡
崎
神
社
▽
末
川

p
e
a
c
e
造
園
▽
社
会
福
祉
法
人
ぐ
く

る
▽
㈱
安
芸
葬
祭
▽
く
に
も
と
耳
鼻
咽
喉

科
医
院
▽
㈲
敬
文
▽
㈱
ア
フ
ィ
ス
▽
㈲ 

サ
ン
エ
イ
美
工
▽
㈱
広
島
美
建
▽
は
う
で

い
亭
伴
店
▽
㈱
日
殖
建
設
▽
佐
々
木
整
形

外
科
▽
富
士
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社

　

住
民
参
加
の
「
福
祉
の
伴
づ

く
り
」
の
第
一
歩
と
し
て
創
設

し
た
「
み
ん
な
の
善
意
銀
行
」

賛
助
会
員
の
登
録
数
は
、
事
務

局
の
想
定
を
大
き
く
上
回
り
ま

す
。
伴
社
協
は
「
地
域
の
熱
い

思
い
の
反
映
」
と
受
け
止
め
て

い
ま
す
。

（
川
本
一
之
副
会
長
）

　

香
典
返
し
な
ど
の
寄
付
を
基

に
し
た
従
来
の
善
意
銀
行
を
刷

新
。
新
た
に
会
費
制
の
賛
助
会

員
を
募
り
、
寄
付
と
の
二
本
柱

に
改
め
ま
し
た
。

　

伴
社
協
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
将
来
へ
財
政
基
盤

の
強
化
を
掲
げ
た
社
協
改
革
の

柱
が
「
み
ん
な
で
助
け
合
う　

や
さ
し
い
伴
」
を
合
言
葉
に
し

た
賛
助
会
員
制
度
の
導
入
で
し

た
。

　

会
費
は
、
香
典
返
し
・
一
般

寄
付
と
合
わ
せ
て
基
金
に
積
み

立
て
、
福
祉
の
伴
づ
く
り
に
役

立
て
ま
す
。

　

地
域
で
福
祉
活
動
に
励
ま
れ

て
お
ら
れ
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ

な
ど
か
ら
幅
広
く
助
成
金
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
メ
モ
】
賛
助
会
員
登
録
の
申
込
書
、

助
成
金
の
申
請
書
は
伴
社
協
事
務
局

「
沼
田
老
人
い
こ
い
の
家
」
に
用
意

し
て
い
ま
す
。

事
務
局
電
話
　
八
四
八―

三
二
七
七


